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審議会では、答申に続き以下のことが付記されました。N O T E

（１）義務教育学校では、児童生徒や地域の実情を考慮した上で、新学習指導要領に示された力を育成するとと
　　もに魅力ある日野町教育を展開するために、系統性と連続性を踏まえた区切りの設定、独自教科の新設など
　　を含め、特色ある教育課程を編成すること
（２）地域の人々や伝統文化に触れたり、それらを探究したりする活動を教育課程に組み込むとともに、それらを
　　十分に行うことができる環境を整えること
（３）現在導入している「日野中学校区学校運営協議会（コミュニティ・スクール）」を、義務教育学校に引き継ぐこと
（４）義務教育学校の設置については、保護者、地域住民と十分に協議の上、できるだけすみやかに実施すること
　　ただし、（１）および（２）に記載している内容について、学校関係者等で十分に検討する期間を設けること
（５）義務教育学校は施設一体型とし、第１学年（小学校第１学年）の児童から第９学年（中学校第３学年）まで
　　の生徒が使用することを十分考慮したものとすること
（６）義務教育学校の位置については、１の（４）に記載した内容（地域性、教育環境、維持管理等）を十分考慮し、
　　日野町、日野町教育委員会として判断すること
（７）通学については、児童生徒の安全が確保されることを第一とし、保護者負担の軽減にも努めること
（８）将来的には、保育所も同一施設（敷地）内に移設し、０歳から１５歳までの切れ目のない教育活動が行える施設
　　とすること
（９）鳥取県教育委員会や鳥取県日野高等学校と協議を行い、義務・高校連携教育について検討を進めること
（10）義務教育学校の設置により、既存の黒坂小学校、根雨小学校ならびに日野中学校の3校は廃校とすること
（11）使用しなくなった学校の跡地利用、学校がなくなる地域の地域振興について、持続可能なまちづくりのために、
　　日野町として具体的な施策を講じること。特に、学校の跡地については、町民の避難場所として十分な機能
　　を併せ持つ複合的な施設とすることについて考慮すること
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D I S C U S S I O N これまでの審議会での議論、到達点

▼児童生徒数の減少に対応した学校のあり方について
〇小中学校の児童生徒数について、令和7年度には約100人（現在
の約78.7％）になると推測されている。
〇児童生徒が、お互いに関わり合いながら社会性を身に付け、学力
を伸ばしていくには、一定程度の規模を保つ学級や学校が望まれる。
▼保小中一貫教育の視点から見た学校のあり方について
〇これまでの一貫教育をより充実させ、町の未来を創っていこうとす
る生徒を育成するには、義務教育9年間の教育目標を設定し、その
実現に向けた教育課程を編成して実践していくことが望まれる。
▼日野町立小・中学校等の設置及び校区の設定について
〇義務教育の水準の向上、児童生徒数の減少などの課題を考慮すれば、
町全地区を校区とした施設一体型の学校の設置が望ましい。
〇新たに設置する学校の教育課程は、今までそれぞれの学校で大切に
し、受け継がれてきた校風や伝統、地域とのかかわりなどを十分考慮し
て編成することが望ましい。　など
▼新たな学校を設立する場合の位置について
〇現在の小中学校の校舎は老朽化に伴う維持管理が課題である。しかし、
町の将来を考えたとき、新たな校舎を建設するのではなく、今ある校舎
の修繕を行うとともに不足する教室など
を増築して使用するのが現実的である。
〇将来的には、保育所も同一敷地内に
移設し、日野高校とも連携した保小中高
の一貫・連携教育を行う教育エリアとし
て発展させることが、町の発展にもつな
がると考えられる。 日野中学校日野中学校

根雨小学校根雨小学校

黒坂小学校黒坂小学校

問合せ先 /町教育委員会事務局（電話 72-2107）
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『府中三億円事件を
計画・実行したのは私です。』
白田　著　/　ポプラ社

皆さん、府中三億円事件はご存じですか？
この事件は、まだ私が生まれる前の 1968 年に東京都府中市で起きた
窃盗事件ですが、それでも名前だけは知っている未解決の事件です。
その額は、現金強奪事件としては日本最高額である 3億円、現在の貨
幣価値にして約 20億円ともいわれています。
たまたま家族がこの本を読んでいて、犯人を名乗る人が出版している
本だと聞き、とても興味を持ち、読んでみようと思いました。
「犯人は何を思い、この事件を計画・実行しようと思ったのか．．．」
「なぜ今になって、このような形で告白しようと思ったのか．．．」
当時の学生運動や友情、恋愛模様など、ある若者の青春群像劇と共に
事件は進んでいきます。三億円事件の真相は？ただのフィクションな
のか？気になる方は、ぜひ手に取って読んでみてください。

・一般報告として、次のことが報告されました。
▼日野郡ふるさと教育推進協議会について
・議事として、次のことが提案され承認されました。
▼日野町立小・中学校管理規則の一部改正について
▼日野町立学校の教育職員の業務量の適切な管理
その他教育職員の服務を監督する教育委員会が教
育職員の健康及び福祉の確保を図るために講ずべ
き措置に関する規則の制定について
▼日野町立学校教職員の勤務条件の上限に関する
方針の制定について

・その他
▼「標準学力調査結果」「体力・運動能力調査結果」
などについて説明がありました。
《次回の予定》
日時：3月 3日（火）午前 10時 30 分
場所：役場第１会議室
《第 2回総合教育会議》
日時：3月 3日（火）午前 9時 30分
場所：役場大会議室
※会議は公開しています。お気軽にお越しください。

教育委員会からのお知らせ教育委員会からのお知らせ 2 月 10 日に教育委員会を開き、次の案件などに
ついて協議されました。

今年度からひのっこ保育所で、4歳児「さくら組」の
担任をしています。
毎日、子どもたちの笑顔に元気をもらっています。保
育の世界は奥が深く、まだまだわからないこともたく
さんありますが、子どもたちと一緒に学び成長してい
けたらなと思っています。よろしくお願いします。
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